
 

 

 

８月１７日  

 長い夏休みも終わり、子どもたちの元気な姿が学校に戻ってきました。

新型コロナウイルス感染症の拡大が全国で相次ぎ、奈良県でも大半がデ

ルタ株に置き換わり、感染者数が急増しています。天理市でも感染拡大

警戒警報が発出され、いつもなら楽しいはずの夏休みに安心して出かけ

ることもできず、子どもたちはどんな夏休みを過ごしたのでしょうか？

全国調査でも『コロナ禍でストレスを抱える子どもが増えている』と言わ

れているので少し心配しています。さて、いよいよ今日から２学期が始まります。９月１０日ま

で、天理市立小中学校では、午前の授業と給食の

みの短縮授業となり、接触機会が多くなる昼休

みや清掃前に帰宅します。このような状況のた

め、９月１０日に予定していた授業参観も中止

せざるを得なくなりました。これからの教育活

動がどうなっていくのか、先が見通せない状況

です。しかしながら学校は、単に学習機会の提供

を保障するという役割だけでなく、年相応の全

人的な発達や成長を保障する役割、他者と安全

安心につながることができる居場所として、心

身の健康を保障する役割を持っています。国・県

市内の感染状況を注視しながら、なんとか子ど

もたちにとって実りの秋となりますよう、教職

員一同、力を合わせて取り組んでまいります。保

護者の皆様のご理解とご協力のほどよろしくお

願い致します。 

  

 

 

 

 

やる気を出す・なかまを大切にする・元気な子

へ 
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８月８日（日）柳本校区夏祭り実行委員会

の方々のご尽力で花火大会が開催されま

した。子どもたちは三密を避け、手持ち花

火で楽しみました。 

 

修学旅行の下見を実施しました 

 夏休み中に各施設と打ち合わせを行いました。

６年生の子どもたちが最も楽しみにしてい

る修学旅行を何とか実現したいと思ってい

ますが、全国的に感染状況に好転の兆しが見

えず苦悩の毎日です。奈良県・天理市・和歌

山県の状況から目が離せません。 

 （和歌山城）     （稲村の火の館）  

  


